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第3回統合準備委員会の様子 

総務部会から 

 ３月２２日に令和２年度第３回統合準備委員会を開催し、各部会の本年度の

経過報告と、下校時のスクールバス運行案について報告が行われました。 

 また、議案として、新しい中学校の校歌に関わる作曲者・制作方法について

提案が行われ、原案どおり承認されました。作曲は、町との関わりも深く、

数々の有名アーティストに楽曲を提供している高崎市在住の作曲家・音楽プロ

デューサーの多胡邦夫氏に、作曲と歌詞の編曲も含めて依頼することになりま

した。なお、多胡氏のプロフィール等については、下に掲載してあります。 

令和３年４月１５日 

第５号 

年度の経過報告と校歌制作の提案を承認 

みなかみ中学校校歌「歌詞」応募数：65作品(みなかみ町内22作品) 

町内外から多数の応募をいただき、ありがとうございました。 

  校歌「歌詞」応募に係る入賞者（作品）については、校歌完成の見通しが立ったところで総務部会

が選考した作品と多胡氏が選んだ作品の中から入賞作品を決定しますので、発表までもう少しお待ちく

ださい。 

○多胡邦夫（タゴ クニオ）氏のプロフィール 

 1973年高崎市出身、在住でエイベックス株式会社に所属する作曲家・音

楽プロデューサーであり数々の有名アーティストに楽曲を提供。代表作は、

甲状腺がんを克服し歌手の夢を目指す「木山裕策」さんに楽曲提供・プロ

デュースした「Home」で、多胡さんと木山さんは、NHK紅白歌合戦にも出

場。そのほか、東日本大震災から音楽の力で復興を支援したいという趣旨で

「日本青年会議所」から依頼を受け、合唱曲「未来へつなぐメッセージ」と

いう素晴らしい曲を制作し、現在も歌い継がれています。 

 高崎市でTAGO STUDIO TAKASAKIを運営。スタジオでレコーディングした音そのものを届けた

い思いから、究極のナチュラルサウンドを目指したヘッドフォン「TAGO STUDIO T3-01」を開

発。数多くのアーティストに使用され、現在購入に数ヶ月かかる程の人気となっています。 

 みなかみ町との関わりは、ヘッドフォンの木製部分の製作をみなかみ町と包括連携協定を結ぶオーク

ヴィレッジ(株)が行っており、製作に関わる過程でみなかみ町のユネスコエコパークや広葉樹産業化プ

ロジェクトの理念などに共感し、「みなかみ産の楓」をヘッドフォンに使用することに始まりました。 

プライベートでも、みなかみ町に家族で訪れ、仕事（ヘッドフォン製作）においても自伐型林業に携わ

るなど、本町との関わりの深い方です。この取り組みをきっかけとして、みなかみの自然を活かした音

楽活動によって、本町の発展に寄与したいという想いから、今回の依頼につながりました。 

第6回総務部会の様子 
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学校教育課          

教育環境対策室 

問い合わせ先 

 みなかみ町教育委員会では、町長より月夜野地区統合小学校の適地の検討に係る諮問を受け、現在、これ

を審議する第三者機関「月夜野地区統合小学校適地検討委員会」の設立に向け準備を進めています。具体的

には、同委員会の設立準備委員会を設置し、委員会の会則や委員構成、候補地の検討を行っています。 

  平成３１年１月に策定しました「みなかみ町立小中学校統合推進計画」では、月夜野地区統合小学校の

開校見込み年月を「令和５年４月を目途（※早期に場所が決定した場合）」と、注釈をつけたうえで計画し

ていましたが、現在までのところ、まだ場所が決定していないため、2年ほど遅れており、開校年月につい

ては未定となっています。 

 今後、「月夜野地区統合小学校適地検討委員会」より示される提言をもとに、町教育委員会として検討を

重ね、地区説明会を経て町長に答申する予定ですので、場所や開校時期の目途がつきましたら改めて周知さ

せていただきます。 

 学校運営部会が本年度に協議した主な内容として、令

和３年度に年２回、統合時の２・３年生（令和３年度の

１・２年生）を対象とした『事前交流授業』を実施する

ことを決定しました。具体的には、コロナ禍における「新しい生活様

式」に沿う形で、各校の同学年の生徒の皆さんが同じ会場に集まり、レ

クリエーションやゲームを通じて交流を図り、少しでも統合に対する不

安を取り除き、スムーズに学校生活が送れるように企画するものです。 

 また、令和３年の９月、中体連の新人戦からは４校の合同チームで参

加することになります。これに際し、夏の大会の終了後は、夏休み中や

長期休業中以外の土日のいずれかなど、合同練習が実施できるように、

現在、詳細について調整しています。 

 その他、体育後援会に関する検討や通学カバンの選

定なども手がけています。 

学校運営部会から 

【参考】 月夜野地区統合小学校の検討状況について 

地域関連部会から 

 スクールバスの下校時のバス運行については、登校時の路線を基本と

しつつ、小中学生を分けて配車する部会案が決まりましたので、統合準

備委員会において報告を行いました。 

 ＰＴＡの組織・役員等は、新しい学校の開校と同時に動き出せるよう

に、学校運営部会が作成した原案を、地域関連部会で再検討し、最終案

として取りまとめましたので、統合中学校の第1回総会で承認を待つ状

態となりました。その後はＰＴＡの中で内容の検討をしてもらい、より

良い組織を目指していただきます。 

 スクールバスの台数が不足するため、購入の準備を進めています。ま

た、統合前からの部活動の合同練習等も予定されていることから、今後

は休日等の運行に関しても検討を行う予定です。 

第４回地域関連部会の様子 


